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コンドロイチン硫酸オリゴ糖を用いた

Nrf2活性化剤
特許出願中



Nrf2とは
Nrf2とは細胞がフリーラジカルなどの酸化ストレスを受けたときに、自身を保
護してダメージを減殺するために活性化される細胞保護タンパク質です。
身体は一つ一つの細胞でできていますので、小さな細胞の一つが傷害を受けて死
んでしまうことを繰り返すと、やがては一つの組織の機能が不全となり、最終的
に早い老化や死に至ります。

例えば、頭髪の薄毛などが良い例です。一つの小さ
な細胞がダメージを受けて死ぬことを繰り返すこと
で、いずれ広範囲の薄毛となって現れます。

一つ一つの小さな細胞を保護し、組織を健全
に保つことが、全体として見た目の若々しさ
や、健康の維持にはとても大切です。



1.レポーターアッセイ
レポーターアッセイによる転写因子Nrf2の活性化試験
レポーターアッセイとは、培養細胞の遺伝子に、活性化すると発光する物質を付加したレポーター遺伝
子を導入し、被験物質を添加して培養を行い、発光強度を測定することで標的遺伝子の活性化能を
評価するものである。
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転写因子Nrf2の活性化能を測定し

た結果、コンドロイチン硫酸オリゴ糖

（二糖および四糖）は、強力に

Nrf2を活性化した。

一方、高分子コンドロイチン硫酸は

効果がなかった。



２.培養細胞による検討

転写因子Nrf2の活性化
Nrf2は通常はKeap1というタンパク
質と複合体を形成して不活性である
。しかし、フリーラジカルなどによる細胞
傷害（酸化ストレスなど）を受けると
、Nrf2が活性化して核内へ移行し、
遺伝子の抗酸化応答配列に結合す
ることで、各種の細胞保護遺伝子が
発現して細胞を保護するためのタンパ
ク質産生を急速に高め細胞を傷害
から守る。この働きが弱いと、ダメージ
を受けた細胞は死んでしまう。
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L929培養細胞におけるHmox1遺伝子発現

グラフは、抗酸化タンパク質として代表的なHO-1(ヘムオキシゲナーゼ1)を産生する遺伝子
(Hmox-1)の発現量を調べたものである。
コンドロイチン硫酸オリゴ糖（二糖）はHomx-1の発現を強力に増加させたが、高分子コンドロイ
チン硫酸、ヒアルロン酸オリゴ糖（二糖、Mix）、高分子ヒアルロン酸には効果が無かった。

** P < 0.001



コンドロイチン硫酸オリゴ糖は

Nrf2を活性化し抗酸化応答遺伝子

群の発現を亢進させ細胞を保護する
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